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研究成果の概要（和文）：ユーフラテス河中流域ビシュリ地域、発掘遺跡周辺の地質学的・地形

学的・年代学的・環境科学的調査研究を実施し、多くの研究成果が得られた。自然と人間との

かかわりに関する主なものだけを以下に列挙する。(1) 3300–3100 cal BC に形成された最低位

段丘上に発掘遺跡は立地している。(2) 14C 編年によれば、発掘遺跡では 3100 cal BC から 2050 

cal BC、すなわち EB I 期から EB Ⅳ期の全期間に居住の形跡が認められる。また、ビシュリ

台地上のケルン墓は 2000 cal BC より新しい。(3)三日月湖堆積物に含まれる、木本花粉化石に

対する草本花粉化石の割合は、時代が若くなるにつれて大きくなる。 

 
研 究 成 果 の 概 要 （ 英文 ）： Our team has conducted geological, chronological and 

environmental field survey in and around the Tell Ghanem al-Ali excavation site. 

Important research results are as follows. (1) The tell is located on the lowermost terrace 

that formation was started c. 3300–3100 cal BC. (2) The 14C chronology suggests that the 

human occupation lasted from 3100 to 2050 cal BC at the tell site. The dates of the cairn 

tombs in the Bishri Mountains are younger than 2000 cal BC. (3)The younger the sediment 

samples collected from the oxbow lakes, the higher the ratio of herbaceous pollen fossils 

to woody pollen fossils.     
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学調査隊の諸研究は、日本的・客観的な研究
方法と相俟って世界的に高い評価を受けて
きた。しかし別の側面からみれば、複数研究
分野の連携を通して行われる総合的な研究
であったとはいい難かった。 

近年の西アジア考古学研究者の間での機
運の高まりは、多彩な研究領域の融合を通し
た総合的な手法により、セム系部族社会の形
成経緯を先史時代にまで遡って通時的に解
明するという研究プロジェクトを実現させ
たのである。このなかで、当計画研究班は、
以下に示す研究目的をもって当プロジェク
トに参画することとなった。 

 

２．研究の目的 

ユーフラテス河中流域ビシュリ山系にお
ける自然環境の変遷を、地質学的・地形学
的・環境科学的現地調査と室内実験にもとづ
いて解明し、地質時代から先史時代、部族社
会の形成を経て現在に至るビシュリ山系の
自然環境変遷史を構築する。さらに、自然と
人間との関わりを通時的に明らかにするこ
とにより、領域テーマ「セム系部族社会の形
成」研究への寄与を果たす。 

 

３．研究の方法 

(1) 地質学的・地形学的研究：ユーフラテス 

河中流域ビシュリ山系の地質・地形発達史を 

解明する。とくに、第四紀の地形・段丘発達 

と発掘遺跡との時間的・空間的関係の解明に 

力点を置く。さらに、第四紀堆積物の各層準 

から花粉化石を抽出し、堆積当時の植生を推 

定する。 

(2) 14C 年代測定による編年：段丘堆積物・遺 

跡堆積物に含まれる炭質物を 14C 年代測定法 

で分析し、堆積物各層準の正確な時代を決定 

する。 

(3) 環境科学的分析研究：岩石・鉱物・堆積 

物の化学的・物理的性質の分析から、気候や 

水質などの自然環境条件の変遷を解明する。 

また、遺跡で利用された様々な天然原料の由 

来を推定する。さらに、衛星画像・空中写真・ 

地図情報の解析により、広域的かつ有用な環 

境情報を抽出する。 
 
４．研究成果 
(1) 地質学的・地形学的研究： 
① 発掘遺跡テル・ガーネム・アル-アリとそ
の周辺地域の地質精査により、第三系基盤岩
とそれを覆う第四系堆積層の正確な地質柱
状図を作成して層序を確立し、以後すべての
野外調査の重要な基礎データとなった（図 1）。 

 

② 調査地域に発達する河成（河岸）段丘の
調査を精力的に行い、各数メートルの比高差
からなる 5 段の段丘面（上位よりⅠ～Ⅴ面）
を識別した。段丘成因論の観点から考察する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．調査地域新第三系の地質柱状図． 

 

と、最低位段丘が堆積段丘である以外、上位
４段の段丘は浸食段丘である可能性が高い
（図 2）。さらに、テル・ガーネム・アル-ア
リとテル・ハマディーンは最低位段丘上に立
地しており、最低位段丘の堆積の始まりは、
14C 年代測定によれば 3300–3100 cal BC と
推定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．2 つの段丘形成モデル．A:堆積モデル,  

B:浸食モデル． 

 

③ 調査地域には、基盤を貫いて噴火した 4

つの第四紀火山が存在する。これらの噴火活
動の時代を K-Ar 法により推定した結果、最
も新しいもので約138万年前であることが判
った。もし誰かが噴火を目撃したとすれば、
それは前期旧石器時代人のホモ・エレクトゥ
スであったのかもしれない。 

 

④ テル・ガーネム・アル-アリ第 2 発掘区の
堆積物について花粉化石の抽出を試みたが、
表層部を除いて花粉化石は得られなかった。
そこで、最終年度ではあったが、テル・ハマ
ディーンの北に位置する、もと三日月湖の水
分を含んだ堆積物から花粉化石を抽出すべ
く、2 本のボーリング調査を行った。すべて
の花粉分析が終了したわけではなく、また時
間目盛がいまだ不確定ではあるが、図 3 左の
ように現在（グラフ上部）に近づくとともに
草本花粉の割合が大きくなってくることが
明らかとなった。この変化には、自然的要因
と人為的要因の両方が関わっていると考え
られる。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 3．左：草本花粉と木本花粉の割合の変化． 

    ボーリングコアの深さ ,上部 :0m,下

部:13.5m． 

   右：14C 編年まとめ． 

 

(2) 14C 年代測定による編年： 

考古学班により掘り進められたテル・ガー
ネム・アル-アリの第 1・第 2 発掘区の各層準
から炭質物を採集し、14C 年代測定を行った。
とくに第 2発掘区においては８層の建築層が
掘り出され、年代は下位ほど古い。第 2 発掘
区全体としては、3100 cal BC から 2050 cal 

BC、すなわち EB I 期から EB Ⅳ期の全期間
に居住の形跡が認められる。また、ビシュリ
台地上のケルン墓は 2000 cal BC より新しい
（図 3 右）。これらの 14C 編年結果は、今後
進展するであろう考古学班による土器編年
の結果と突き合わせて検討することが何よ
り重要である。 

 

(3) 環境科学的分析研究： 

① 蛍光 X 線分析：堆積物、岩石、鉱物の蛍
光 X 線分析、中性子放射化分析を行った。と
くに火山岩（前出）の成因に関する多くの知
見（図 4）が得られ、アラビア半島の火山活
動史を論ずるに際しての重要な基礎データ
となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．蛍光 X 線分析にもとづく火山岩の分類． 

 

② アスファルトの化学分析：遺跡出土のア
スファルト製品（充填剤）と天然産アスファ
ルトを化学分析し、各成分含量が互いに酷似
しているかどうかを検証した（図 5）。その結
果、テル出土のアスファルト製品は、熱を加
えられていることが原因でいくつかの揮発
性成分が失われているため、天然アスファル
トとの対比は難しいとの結論が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5．天然アスファルトと遺跡出土アスファルト

製品のバイオマーカー量比較． 

 

③ 天然放射線量の測定：サーベイメーター
を使って、さまざまな堆積物の天然放射線量
を測定した。その結果、テルを構成する堆積
物、段丘堆積物、耕作地の堆積物それぞれ特
徴的な値を示す（図 6）ことがわかり、大変
興味深い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6．サーベイメーターによる 40K 放射線量測 

結果． 

 

④ 物質循環：河成段丘の崖面によく観察さ
れる棒状の石膏コンクリーションの非破壊
化学分析を行い、段丘堆積物内を循環する水
溶液が、周囲から供給される石膏成分を多く
溶け込ませていることを指摘した。 

⑤ 画像解析：植生のほとんどない地域での
衛星画像解析により、どの程度地層の違いが
つかめるかを、反射分光測定と合わせて検討
した。 

  

 以上のように、「自然と人間とのかかわり」
との観点からいくつかのテーマを設定し、一
定の成果を得た。とりわけ、14C 年代測定は



 

 

当班の研究全体の基軸であり、テル・ガーネ
ム・アル-アリの 14C 編年、最低位段丘形成の
時代論は、領域研究全体としても重要な貢献
であると考える。第四紀の地質現象と人間と
のかかわり、具体的には河成段丘の発達過程
とテル形成との時間的・空間的関係、さらに
は新期火山活動と人間とのかかわりなどに
ついても議論を深めた。アスファルトなどの
天然資源の利用面についても自然科学的に
検討した。フリントの入手場所・経路につい
ては、今後さらに詳しく議論されるであろう。
なお、花粉分析を通じての植生変遷、環境変
遷の解析については、結果がまとまり次第、
本特定領域研究の重要な成果のひとつとし
てしかるべき学術雑誌に投稿する。 
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